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～上勝町ごみゼロ（ゼロ・ウェイスト）宣言～ 2003年 9月に以下のような宣言をしています。 

未来のこどもたちにきれいな空気やおいしい水、豊かな大地を継承するため、2020年までに上勝町のご

みをゼロにすることを決意し、上勝町ごみゼロ（ゼロ・ウェイスト）を宣言します。 

１． 地球を汚さない人づくりに努めます！ 

２． ごみの再利用・再資源化を進め、2020年までに焼却・埋め立て処分をなくす最善の努力をします！ 

３． 地球環境をよくするために世界中に多くの仲間をつくります！ 

 

経過：上勝町は 1997年まで野焼きでごみ処理をしていた。1998年より小型焼却炉 2基設置したが、2001

年にダイオキシン規制が強化し、基準を満たしていなかったため、焼却炉は閉鎖。2003年に上勝町議会

が「ごみゼロ（ゼロ・ウェイスト）宣言を可決、2005年にゼロ・ウェイストアカデミーが発足。現在で

はリサイクル率 79％、さらには、ごみになるものを買わないことや使わないこと、生産段階から処理に

困らない製品を作ることを企業にも求めていく「発生抑制」に注力している。 

 

●ゼロ・ウェイストに向けた取り組み 

【リサイクルの取り組み】 

① 生ごみ全量堆肥化 

電動式生ごみ処理機の購入補助（自己負担 1 万円）とコンポストにより生ごみは全量堆肥化、土に

還している。 

② ごみの分別・資源化 

生ごみ以外のごみは家庭で洗浄し、ゴミステーション（7：30～14：00）へ各自持ち込み、分別。町

職員とシルバー人材センター派遣から現場スタッフとして常駐。ゴミステーションでは処分にかか

る費用や資源として買い取ってもらえるものは買い取り価格などが明記されていて、自分の出した

ごみや資源物がどのように処理されているのか一目でわかる。町の HPではさらにそのごみや資源物

がどこで処理されているのか知ることができる。紙ごみを縛るひもも紙ひも限定と徹底している。

自分で持ち込めない高齢者など、認定を受けた世帯は 2 ヵ月に 1 回、有償で収集（補助があり、自

己負担は 1袋 10円、粗大ごみ 270円）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  



  



  

すべての分別ごとに「入」か「出」かということと値段が明記し

てある。「入」は資源として売ることができるので、町の収入に

なる、「出」は委託処理にいくらかかるか、ということ。 



  

油（飼料やせっけんに再

利用）、ボールペン・マジ

ック、ライター、使い捨て

カイロ（埋め立て）など、

細かく分別。 



 

【リユースの取り組み】 

③ リユース推進拠点「くるくるショップ」 

まだ使えるけど不要になったものを並べ持ち帰れる「無料リユースショップ」。持ち込みは町民限定

だが、持ち帰りは誰でも自由に持ち帰りできる。毎年約 80～90％はリユースされている。 

 

  



 

  



 

④ リメイクショップ「くるくる工房」 

介護予防活動センター内にあり、町内で不要になった衣類や布類、鯉のぼりを使って町内外の作家

20名ほどが小物や洋服などを作り、販売している。 

  



  



 

  



  



  



 

⑤ イベントでのリユース推進「くるくる食器」 

祭りやイベント等で使用される「使い捨て容器・皿・コップ」などを削減するため、何度も使えるリ

ユース食器「くるくる食器」を無料で貸し出ししている。2016 年夏まつりでは「燃やさざるをえな

いごみ」は 58リットルのコンテナ１杯以下に留めた。 

 

 【リデュースの取り組み】 

⑥ ゼロ・ウェイスト認証制度 

平成 28年度から「ゼロ・ウェイスト認証制度」を開始。お店が行っている分別や仕入れの段階での

ごみ削減の努力を見える化し、お客様への PRにつなげたり、さらにゼロ・ウェイストへの意識を高

めたりしてもらえるよう設けた制度。平成 29年度からは上勝町内に限らず全世界からゼロ・ウェイ

スト推進に協力するお店（小売店・飲食店・旅館等）を公募し、認証店を増やしていくことを目指

す。 

 【その他】 

⑦ 「ちりつも（ちりも積もれば山となる）ポイントキャンペーン」 

平成 26年度から始まった「雑紙ポイントキャンペーン」は対象の紙ごみを持ち込むことでポイント

が加算される（平成 29年度からは液体洗剤やシャンプーの詰め替えパウチ、歯ブラシ、使い捨てカ

イロも対象となった）。貯めたポイントはトイレットペーパーや紙ひも、ステンレスピンチハンガー、

風呂敷、充電式カイロなど多くの商品と交換できる。さらに月 1 度、抽選を行い、町内で利用でき

る商品券 1000円分が当たる。 

⑧ 講演やワークショップなど 

ゼロ・ウェイストの普及・啓発活動として国内外からの視察対応や、学生向けの環境教育等を行っ

ている。平成 28年には功績が認められ、環境省より「循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰」を

受賞した。 

 

４月にオープン予定の複合施設（ごみ

ステーション、学習施設、宿泊施設） 


